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■計画策定の趣旨 

・漁村地域では、人口減少や高齢化が全国の平均を上回る速さで進行し、地域の活力低下が課題となっ

ている。一方、漁村の交流人口は約2、000万人にのぼり、大きなポテンシャルを有している。こうした

状況を踏まえ、我が国および千葉県では、漁村の賑わい創出に向けた取組として「海業（うみぎょう）」

の推進を掲げ、漁村の活性化や漁業の持続的な振興を進めている。 

・千葉県北東部に位置する本市は、九十九里浜や屏風ケ浦に面し、古くから漁業が盛んな地域である。当

該地域には、千葉県が管理する県営飯岡漁港（第 1 種漁港、以下、飯岡漁港または対象漁港という）が

立地しており、九十九里沿岸を代表する漁港の一つとなっている。また、飯岡漁港は、沖合・沿岸漁業

の拠点として機能しており、イワシ、ハマグリ、シラウオなど多様な水産物が水揚げされ、県内有数の漁

獲量を誇るとともに、地域の水産業や食文化を長年にわたり支えてきた。 

・しかし近年は、全国的な漁業就業者の減少や高齢化に加え、気候変動に伴う水産資源の変動や漁獲量

の減少などにより、漁業経営を取り巻く環境は一層厳しさを増している。このため、持続可能な漁業経

営の確立と、次世代の担い手の育成・確保に向けた取組が求められている。 

・一方で、飯岡地域は、九十九里浜や屏風ケ浦、刑部岬などの観光資源を有し、首都圏や成田空港からの

アクセスにも恵まれた地域である。釣りやサーフィン等のレジャー利用に加え、自然景観を活かした観

光や水産資源を活用した体験型観光への期待も高く、地域活性化に向けた高い潜在力を備えている。 

・こうした背景を踏まえ、飯岡漁港を核とした交流人口の更なる拡大を図り、観光消費や地域経済の活

性化に寄与するとともに、水産物の高付加価値化や漁業者の所得向上につなげる「海業」の取組を推

進していくことが重要である。 

・なお、本計画の対象となる飯岡漁港は、千葉県が管理する第 1 種漁港であることから、事業の実施に

あたっては、千葉県と十分な協議・調整を行いながら進めていく必要がある。 

 

写真 １ 飯岡刑部岬展望台から見た飯岡漁港 
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■対象漁港について 

・本計画において対象とする漁港は、第 1 種漁港である「飯岡漁港」である。飯岡漁港の概要および基本

情報、全景を表 1 および図 1 に示す。 

 

表 1 対象漁港（飯岡漁港）の基本情報 

所在地 千葉県旭市下永井 

漁港種別 第 1 種漁港 （漁港管理者：千葉県） 

漁港区域面積 54.3ha （計算値） 

管轄漁協 海匝漁業協同組合 （旭市・匝瑳市・横芝光町の漁業者で構成） 

都市計画 用途指定なし 

漁港利用状況 ・遊漁船・釣船利用者数：R5・年間 3 万人 （遊漁船業者ヒアリング） 

・いいおかみなと公園利用者数：R5・年間 15 万人 

（令和 5 年千葉県観光入込調査報告書） 

周辺概況 ・漁港東側の海岸線には屏風ケ浦と呼ばれる海食崖があり、高さ40～50mの断崖が

10km にわたって連なっている。 

・対照的に漁港の西側は、竜王岬を境として九十九里の砂浜域となっている。 

 

図 1 対象漁港（飯岡漁港）の航空写真・全景 
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■地域の特徴と課題 

本市および対象漁港の概況、アンケート調査等の現状・意向調査を踏まえ、対象地域の現状・問題、

課題、その解決策を整理した。 

5 つの課題とその対応策について、図式化したものを図 2 に示す。 

 

図 2 飯岡漁港における海業振興の取組イメージ 
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■本計画のビジョン等 

アンケート調査およびサウンディング調査等により把握した現状や意向を踏まえ、海業の推進に向け

て関係者ごとの認識や期待、課題を明確化するため、これまでの状況を属性別に整理した。 

 

図 3 調査結果から作成したペルソナ 

 

  

生み出す人

支える人

利用する人

商う人

・手ぶらで利用できて、浜焼き
が楽しめる場があると良い

(千葉県在住 50代)

・家族とゆっくり休めるようなカフェ

(旭市内高校生)

・一定の価格で安定的に買い
取ってもらえる仕組みが欲しい

(海匝漁業協同組合員)

・ 県内でも屈指の釣り場であるため、
釣り場としてのポテンシャルが高い

(地域事業者)

・「漁協直売＋地元加工業者の出店」
をコンセプトにした方が魅力的

(デベロッパー建設関連)

・一般利用者と漁業作業エリア
については、人や車の動線を
含めて明確にしてほしい

（海匝漁業協同組合員)

・港や公園を活用したイベントや朝市、
クルージングなどを、段階的に始めた
らどうか

(市議会議員)

・安価で品数の多い商品を
たくさん扱って欲しい

(旭地域在住 70代)

・獲れたての魚を食べられる飲食店
を利用したい

(旭市内高校生)

・富士山や九十九里海岸を望
む優れたロケーションを生か
すと良い

(デベロッパー建設関連)

・釣りを楽しむ人も、食事を楽
しむ人も、家族みんなが一緒に
過ごせる施設だと良い

(海匝漁業協同組合員)

・店舗運営ではなく水産物提供
などの形での協力が現実的

(海匝漁業協同組合員)

・景観や場所の特性を生かした
配置案・ゾーニングを行うと良い

(旭市内宿泊施設)

・水揚げ場を守りつつ、漁港
を有効活用してほしい

(海匝漁業協同組合員)

・食育等の学習プログラムも絡める
ことで、小中高の社会見学などの
受け皿にもなる。

(デベロッパー建設関連)

（市民向けアンケート、高校生向けアンケート）

（漁業者向けアンケート、漁業者ヒアリング）

（事業者向けアンケート①、事業者向けアンケート② 、サウンディング調査）

（事業者向けアンケート①、事業者向けアンケート② 、漁業者向けアンケート、
漁業者ヒアリング、協議会）
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■本計画のビジョン・コンセプト・方針 

本計画の策定にあたっては、本市の現状および課題、水産業・観光業の特性や課題、ならびにアンケ

ート調査やサウンディング調査等による現状・意向把握の結果を踏まえ、計画のビジョン、コンセプトお

よび 2 つの方針を整理した。なお、ビジョン・コンセプト・方針の定義は以下とする。 

 

【定義】 

ビジョン：将来の在り方・方向性を示すもの 

コンセプト：ビジョンをどのように実現していくかを示す考え方 

方針：コンセプトを具体化するための策 

 

図 4 本計画のビジョン、コンセプトおよび基本方針 
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■整備方針 

(1) 導入する機能 

課題への対応策として位置づけた各種施設については、表 2 に示すとおり導入を図るものとする。 

 

表 2 方針別の導入する機能 

方針 
①今ある漁業の尊重 ③来訪者の利用環境改善 

②海業による新たな取組 

導入する機能 

 

ハード 

・複合施設 

（飲食、物販、カフェ、浜焼き、駐車場、体験・交流スペー

ス（釣り具レンタル、水産加工体験、釣った魚を捌くシェ

アキッチン等）） 

・ラボ 

・魚・海藻の養殖等 

・集約駐車場 

・トイレ公共施設 

・RV パーク 

ソフト 

・開発前のイベント等（マルシェ等） 

・クルージング 

・水産加工体験 

・釣りルール（釣り場所駐車場の有料化等） 

・船釣りの捌く場所 

 

 

(2) 整備の優先順位 

導入する機能については、一度にすべてを整備することが難しく、また、すべての関係者が同じ機

能を望んでいるわけでもないことから、現時点における導入機能の優先順位を整理する。 

 

表 3 優先順位別の導入する機能 

優先順位 高 中 低 

導入する機能 

 

ハード 

・複合施設 

（飲食、物販、カフェ、浜焼き、駐車

場、体験・交流スペース（釣り具レ

ンタル、水産加工体験、釣った魚を

捌くシェアキッチン等）） 

・集約駐車場 

・トイレ公共施設 

・RV パーク 

・ラボ 

・魚・海藻の養殖等 

ソフト 
・開発前のイベント等（マルシェ等） 

・開発後の水産加工体験等 
・クルージング 

・釣りルール 

（釣り場所駐車場の有料化等） 
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(3) ゾーニング案 

海業で検討している導入機能に関してのゾーニング案を図 5 に示す。 

ゾーニングに当たっては、以下の点に留意して整理を行った。 

 

1) 漁業と一般利用の棲み分け 

今後海業関連の施設が開業し、対象漁港（飯岡漁港）への一般利用者の進入が増加すると、既存の

漁業・水産業の活動に支障をきたす可能性がある。特に水揚げ繁忙期には、大型トラックなどが行き

来している。 

 

写真 2 イワシ漁の水揚げ時期の岸壁の様子 

  

また、休日には一般利用者の乗用車が対象漁港内の道路に停車し、通行の妨げになっていることが

ある。 

対象漁港は、道路交通法の適用を受けない区域であることから、これらを解決するために、道路の

使用方法について、漁港管理者、漁業協同組合が通行制限、時間規制等を行うことが可能である。写

真 3 の事例のような対策を講じることで、漁業と一般利用の適切な棲み分けを図る。 

 

写真 3 他漁港における漁業と一般利用の棲み分けの事例 

 

通行止めのポール

大洗（茨城県）

大洗（茨城県）

通行利用の時間指定の看板

進入禁止の看板

浮島（神奈川県）

立ち入り禁止の柵

池田漁港（香川県 小豆島）
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2) 周辺施設からの眺望 

対象漁港の北側の隣接地には、海への眺望を特徴とする飲食施設が複数立地していることから、こ

れらの景観を阻害しないよう配慮した施設配置を検討する必要がある。よって、導入する複合施設の

建物に関しては、適切な離隔を取ってゾーニングすることとする。 

 

3) 複合施設の計画建物の規模 

導入する複合施設（飲食、物販、カフェ、浜焼き、駐車場、体験・交流スペース（釣り具レンタル、水産

加工体験、釣った魚を捌くシェアキッチン等）に関しては、一定の店舗の集積による賑わいは確保する

ものの、漁業との共存を前提とし、動線やゾーニングを考慮しながら、過剰な規模とならないよう配

慮する必要がある。 

さらに、海業への参画の可能性を高める観点からも、大店立地法の対象とならない規模である、店

舗面積 1,000 ㎡未満とすることを目安として計画するものとする。 

 

図 5 飯岡漁港における海業整備の将来像（ゾーニング）（案） 

 

  

いいおか
みなと公園

海匝漁協
事務所

刑部岬・屛風ヶ浦

：道路の動線

：漁業利用範囲

: 釣り場（現在利用）

凡 例

漁業利用(水揚げ場)

優先度：中

北側隣接の周辺施設からの
海への眺望を配慮

漁業利用(遊漁船)

漁業利用(水揚げ場)

いいおか
みなと公園（駐車場）

優先度：中 優先度：低

優先度：高

飯岡一宮線

漁業活動エリアと一般活動エリアを棲み分け。
時間指定や、片側車線の利用等により、漁業者
と来訪者の動線を分けため、通行制限を行う。

優先度：中

優先度：高

優先度：高

親水型防波堤・釣り場
（現在利用）

優先度：低

１００ｍ
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■実施に向けたスケジュール 

対象漁港における海業推進事業に係る今後のスケジュールを図 5 1 に示す。なお、漁業者をはじめ

とする関係者との調整状況等によって整備時期等が変更となる可能性がある。 

 

図 6 想定スケジュール 

 

 

■推進体制案について 

(1) 推進体制の方針案 

海業を推進するにあたっては、今後、漁港施設等活用事業に基づく「活用推進計画」を策定する必要

がある。漁港管理者が主体となって策定し、その後、事業者の公募を行い、事業申請者が策定する事業

計画などを踏まえ、事業者の認定を行い、事業を開始する流れとなる。 

また、本市ではこれまで「生涯活躍のまち・あさひ形成事業」をはじめ、公民が丁寧に対話と協働を重

ねながら事業を進めてきた実績がある。こうした公民連携の積み上げは、市内関係者の信頼関係や共創

の姿勢を育んできており、海業の推進においても、丁寧な合意形成と明確なビジョン設定のもと、多様

な主体が連携して推進体制を構築できるという大きな強みとなる。 

これは他地域には容易に見られない、旭市ならではの固有の資源であり、この土壌があるからこそ、

海業における新たな公民連携モデルの創出や、持続的な事業展開に向けた協働体制を描くことが可能

となると考える。 

また、「みらいあさひ協議会」との連携も視野に入れながら、地域全体で海業の価値を高めていくこと

を想定する。 

 

 

 

 

事業者サウンディング

継続的なイベント実施（小さな海業）

計画策定

公募

準備

計画策定
公告
縦覧

約１年と想定

約2～3年と想定

協議会での推進体制の継続 実行協議会と事業者との推進体制構築
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(2) 推進体制案（着工後の運営） 

ビジョンの実現に向け、漁業者・地域・企業が連携し、関係者の利益が持続的に循環する海業の推進を

図る。あわせて、意見交換や共創が生まれやすい場を整備し、漁業者が誇りを持てる地域を育む事業体

制を構築する。また、イベントの企画・運営や参画の取組が協議会を起点として創出され、水産業の振興

を継続的にバックアップできる仕組みを事業体制として確立していくことが望ましいと考える。 

 

図 7 飯岡漁港における海業実施のための推進体制（着工後の運営） 

 

原料供給等
連携

イベント運営・参画、連携

水産業の振興を
バックアップ


